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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第３四半期連結
累計期間

第54期
第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

第54期
第３四半期連結
会計期間

第53期

会計期間

自平成22年
３月１日
至平成22年
11月30日

自平成23年
３月１日
至平成23年
11月30日

自平成22年
９月１日
至平成22年
11月30日

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成22年
３月１日
至平成23年
２月28日

売上高（百万円） 23,426 28,449 8,409 9,280 31,477

経常利益（百万円） 4,398 4,985 1,497 1,440 5,587

四半期（当期）純利益（百万円） 2,510 2,753 845 787 3,114

純資産額（百万円） － － 45,531 48,041 46,177

総資産額（百万円） － － 54,193 56,550 54,435

１株当たり純資産額（円） － － 963.09 1,016.29 977.07

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
55.73 61.12 18.77 17.48 69.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 80.0 80.9 80.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,202 3,793 － － 5,476

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,940 △1,483 － － △3,324

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,186 △1,318 － － △1,258

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 18,079 18,889 17,897

従業員数（人） － － 728 735 722

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成23年11月30日現在

従業員数（人） 　 735

　（注）　従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であります。

(2）提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成23年11月30日現在

従業員数（人） 　 512

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。 

EDINET提出書類

株式会社ダイセキ(E04931)

四半期報告書

 3/24



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループのセグメントは、「第５  経理の状況  １  四半期連結財務諸表  注記事項（セグメント情報等）」

に記載のとおり、「環境関連事業」単一であります。　

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

前年同四半期比（％）

環境関連事業（百万円） 8,880 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．処理実績等にて記載しております。　

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間における商品仕入実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

前年同四半期比（％）

環境関連事業（百万円） 301 －

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況は、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

環境関連事業 8,822 － 1,683 －

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

前年同四半期比（％）

環境関連事業（百万円） 9,280 －

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災や原発事故による

企業活動の停滞からの立ち直りを目指してまいりましたが、ギリシャ危機を発端とした欧州経済の落ち込みや歴史

的円高、さらにはタイの洪水などの影響により、立ち直りかけた日本経済に対し厳しい環境が続き、先行きに対する

不透明感は拭い去れない状況が続きました。

　当社グループの主力事業である産業廃棄物中間処理・リサイクル事業におきましては、震災により被害を受けた

サプライチェーンはほぼ回復し、自動車を中心とした国内主要製造業の生産回復がみられました。しかしながら、歴

史的円高や欧州危機による世界需要の減少により、エレクトロニクス産業等の輸出を中心とする製造業は後退局面

が続き、工場閉鎖や海外移転の動きが活発化しました。このため震災の影響を脱し国内製造業の生産回復により当

社の受注も急回復を期待しておりましたが、その回復は緩やかなものに留まっており、当社の受注も急回復とはな

らず、当第３四半期連結会計期間は、前年同四半期比でほぼ横ばいの結果となりました。反面、当社グループ企業で

ある土壌汚染の調査・分析・処理事業を行う株式会社ダイセキ環境ソリューションは、昨年度前半に底をつけたあ

と順調に回復しつつある国内土壌汚染関連市場の中での積極的な営業展開とダイセキグループとしてのシナジー

効果により、引続き当第３四半期連結会計期間も前年同四半期比で大幅な増収増益となりました。

　しかし、鉛リサイクル事業を行う株式会社ダイセキＭＣＲにおきましては、引続き稼動率はほぼ100％で推移いた

しましたが、平成23年９月以降、ＬＭＥ鉛相場が急落し、かつ歴史的円高により国内鉛価格は大きく下落しました。

このため、当第３四半期連結会計期間は前年同四半期比で減収減益となりました。一方、平成22年９月より連結子会

社となりました大型タンク洗浄の大手であるシステム機工株式会社におきましては、季節要因により秋から冬は閑

散期に入りますが、グループ間シナジーもあり、引続き計画を上回る業績が続いております。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高9,280百万円（前年同四半期比10.3％増）、経常利益

1,440百万円（同3.7％減）、四半期純利益787百万円（同6.8％減）となりました。

　当社グループは、環境関連事業から構成される単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略しており

ます。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ283百万円増加

し、18,889百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、主に法人税等の支払額1,215百万円等

があったものの、税金等調整前四半期純利益1,434百万円、減価償却費390百万円等により、総額では1,103百万円

（前年同四半期比6.5％減）の収入となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、主に長期貸付金の回収による収入130

百万円等があったものの、有形固定資産の取得による支出501百万円等により、総額では359百万円（同76.8％減）

の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払額416百万円等によ

り、総額では460百万円（同25.9％減）の支出となりました。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、19百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 79,200,000

計 79,200,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年１月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,124,954 45,124,954

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株 

計 45,124,954 45,124,954 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

 平成23年９月１日～

 平成23年11月30日
 － 45,124,954 － 6,382 － 7,051
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（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】                                                      　         平成23年11月30日現在　

　　　　　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　83,100 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　44,787,300 447,873 －

 単元未満株式  普通株式　　　 254,554 － －

 発行済株式総数 45,124,954 － －

 総株主の議決権 － 447,873 －

（注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,900株含まれております。ま

　　 た、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数19個が含まれております。

 

②【自己株式等】                                                                 平成23年11月30日現在

所有者の氏名又は

名称
 所有者の住所

自己名義所有株

式数(株)

他人名義所有

株式数(株)

所有株式数の

合計(株)

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合(％)

株式会社ダイセキ
名古屋市港区船

見町１番地86
83,100 － 83,100 0.18

 計  － 83,100 － 83,100 0.18

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高（円） 1,6771,7721,7251,6451,6581,5551,5591,5551,446

最低（円） 1,1501,4611,5051,5701,5081,3631,4081,4091,301

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年３月１日から

平成23年11月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平

成22年11月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成23年11月30日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成23年３月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,901 17,917

受取手形及び売掛金 6,843 5,966

たな卸資産 ※1
 1,518

※1
 1,346

繰延税金資産 316 263

その他 281 717

貸倒引当金 △18 △20

流動資産合計 27,842 26,191

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,097 4,412

機械装置及び運搬具（純額） 1,644 1,804

土地 10,254 10,047

建設仮勘定 773 250

その他（純額） 173 106

有形固定資産合計 ※2
 16,944

※2
 16,620

無形固定資産

のれん 2,038 2,241

その他 276 285

無形固定資産合計 2,314 2,527

投資その他の資産

投資有価証券 6,189 5,811

繰延税金資産 759 674

その他 2,502 2,616

貸倒引当金 △3 △7

投資その他の資産合計 9,447 9,094

固定資産合計 28,707 28,243

資産合計 56,550 54,435
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,969 2,403

短期借入金 845 1,120

未払法人税等 1,023 1,521

賞与引当金 63 221

その他 2,316 1,666

流動負債合計 7,218 6,932

固定負債

長期借入金 225 353

退職給付引当金 760 718

役員退職慰労引当金 260 244

その他 44 7

固定負債合計 1,290 1,324

負債合計 8,508 8,257

純資産の部

株主資本

資本金 6,382 6,382

資本剰余金 7,051 7,051

利益剰余金 32,362 30,532

自己株式 △127 △126

株主資本合計 45,668 43,839

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 106 170

評価・換算差額等合計 106 170

少数株主持分 2,265 2,168

純資産合計 48,041 46,177

負債純資産合計 56,550 54,435
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

売上高 23,426 28,449

売上原価 15,991 20,070

売上総利益 7,434 8,378

販売費及び一般管理費 ※
 3,140

※
 3,505

営業利益 4,294 4,873

営業外収益

受取利息 99 101

受取配当金 6 8

その他 23 21

営業外収益合計 129 132

営業外費用

支払利息 9 6

固定資産賃貸費用 15 12

その他 0 1

営業外費用合計 25 20

経常利益 4,398 4,985

特別利益

固定資産売却益 1 8

貸倒引当金戻入額 － 0

その他 0 －

特別利益合計 2 8

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 17 10

投資有価証券評価損 3 6

その他 － 0

特別損失合計 22 16

税金等調整前四半期純利益 4,378 4,976

法人税、住民税及び事業税 1,974 2,218

法人税等調整額 △116 △98

法人税等合計 1,858 2,119

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,856

少数株主利益 9 103

四半期純利益 2,510 2,753
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成23年11月30日)

売上高 8,409 9,280

売上原価 5,830 6,724

売上総利益 2,579 2,556

販売費及び一般管理費 ※
 1,109

※
 1,150

営業利益 1,469 1,406

営業外収益

受取利息 31 33

受取配当金 0 0

その他 7 6

営業外収益合計 39 40

営業外費用

支払利息 4 1

固定資産賃貸費用 6 4

その他 0 0

営業外費用合計 10 5

経常利益 1,497 1,440

特別利益

固定資産売却益 0 1

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 1 1

特別損失

固定資産売却損 0 0

固定資産除却損 8 5

投資有価証券評価損 1 2

その他 － 0

特別損失合計 10 8

税金等調整前四半期純利益 1,488 1,434

法人税、住民税及び事業税 688 673

法人税等調整額 △50 △54

法人税等合計 638 618

少数株主損益調整前四半期純利益 － 815

少数株主利益 4 27

四半期純利益 845 787
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,378 4,976

減価償却費 1,184 1,090

のれん償却額 165 203

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） △188 △158

退職給付引当金の増減額（△は減少） △17 41

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12 15

受取利息及び受取配当金 △105 △110

支払利息 9 6

固定資産売却損益（△は益） △0 △8

固定資産除却損 17 10

投資有価証券評価損益（△は益） 3 6

売上債権の増減額（△は増加） △521 △835

たな卸資産の増減額（△は増加） 88 △171

仕入債務の増減額（△は減少） 483 635

未払金の増減額（△は減少） △67 △13

未払消費税等の増減額（△は減少） 76 31

その他 353 495

小計 5,876 6,210

利息及び配当金の受取額 100 102

利息の支払額 △9 △6

法人税等の支払額 △1,765 △2,513

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,202 3,793

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △131 △20

定期預金の払戻による収入 22 27

投資有価証券の取得による支出 △89 △493

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還によ
る収入

1 110

保険積立金の積立による支出 △57 △21

保険積立金の解約による収入 2 1

有形固定資産の取得による支出 △478 △1,296

有形固定資産の売却による収入 86 59

無形固定資産の取得による支出 △8 △0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,160 －

長期貸付けによる支出 △151 △0

長期貸付金の回収による収入 － 149

その他 26 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,940 △1,483
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 221 △275

長期借入金の返済による支出 △554 △127

配当金の支払額 △820 △894

少数株主への配当金の支払額 △32 △11

自己株式の処分による収入 0 0

自己株式の取得による支出 △1 △0

その他 △0 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,186 △1,318

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,075 991

現金及び現金同等物の期首残高 17,004 17,897

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 18,079

※
 18,889

EDINET提出書類

株式会社ダイセキ(E04931)

四半期報告書

15/24



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

　会計処理基準に関する事項

の変更

　　資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これによる損益への影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりま

した「長期貸付金の回収による収入」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することと

しました。なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「長期

貸付金の回収による収入」は12百万円であります。　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年11月30日）

前連結会計年度末
（平成23年２月28日）

※１．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。 ※１．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

　 （百万円）

商品及び製品 593

仕掛品 573

原材料及び貯蔵品 351

計 1,518

　

　 （百万円）

商品及び製品 556

仕掛品 434

原材料及び貯蔵品 355

計 1,346

　

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、17,800百万円で

あります。 

　

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、16,937百万円で

あります。

　

　３．当社及び連結子会社（北陸ダイセキ株式会社及び株

　　式会社ダイセキ環境ソリューション）においては、運

　　転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越

　　契約を締結しております。この契約に基づく当第３四

　　半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりで

　　あります。 

　３．当社及び連結子会社（北陸ダイセキ株式会社及び株

　　式会社ダイセキ環境ソリューション及びシステム機工

　　株式会社）においては、運転資金の効率的な調達を行

　　うため取引銀行と当座貸越契約を締結しております。

　　この契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高

　　は次のとおりであります。

　 （百万円）

当座貸越極度額 4,720

借入実行残高 675

差　引　額 4,045

　

　 （百万円）

当座貸越極度額 4,870

借入実行残高 950

差　引　額 3,920
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

　 (百万円)

給料手当及び賞与 1,060

賞与引当金繰入額 14

退職給付費用 57

役員退職慰労引当金繰入額 12

貸倒引当金繰入額 6

　

　 (百万円)

給料手当及び賞与 1,157

賞与引当金繰入額 24

退職給付費用 80

役員退職慰労引当金繰入額 15

　     

　

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

　 (百万円)

給料手当及び賞与 356

賞与引当金繰入額 14

退職給付費用 19

役員退職慰労引当金繰入額 5

　

　 (百万円)

給料手当及び賞与 352

賞与引当金繰入額 24

退職給付費用 26

役員退職慰労引当金繰入額 5

貸倒引当金繰入額 0

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係 

　 （百万円）　

現金及び預金勘定 18,219　

預入期間が３か月を超える定期預金 △139　

現金及び現金同等物 18,079　

　 （百万円）　

現金及び預金勘定 18,901　

預入期間が３か月を超える定期預金 △12　

現金及び現金同等物 18,889　
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　

平成23年11月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　　　　　　　　45,124,954株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　　　83,289株 

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

  配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成23年５月26日

定時株主総会
 普通株式  472  10.5 平成23年２月28日 平成23年５月27日利益剰余金

 平成23年10月11日

取締役会
 普通株式  450  10 平成23年８月31日 平成23年11月９日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

　環境部門の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれ

も90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　環境部門の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれ

も90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。 

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。 
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【セグメント情報】

  当社グループは、環境関連事業から構成される単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(追加情報)

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21

年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日)を適用しております。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年11月30日）

前連結会計年度末
（平成23年２月28日）

１株当たり純資産額 1,016.29円 １株当たり純資産額 977.07円

２．１株当たり四半期純利益

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

１株当たり四半期純利益 55.73円 １株当たり四半期純利益 61.12円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

四半期純利益（百万円） 2,510 2,753

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 2,510 2,753

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,042 45,041

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

１株当たり四半期純利益 18.77円 １株当たり四半期純利益 17.48円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

四半期純利益（百万円） 845 787

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 845 787

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,042 45,041

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ダイセキ(E04931)

四半期報告書

20/24



２【その他】

平成23年10月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 (イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　450百万円

 (ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　10円

 (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　 平成23年11月９日

 (注）平成23年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年１月11日

株式会社ダイセキ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水野　　裕之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　　達治　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイセキの

平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年９月１日から平成22年

11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイセキ及び連結子会社の平成22年11月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

           期報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 24年１月11日

株式会社ダイセキ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　　寿佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　　達治　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイセキの

平成23年３月１日から平成24年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年９月１日から平成23年

11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年３月１日から平成23年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイセキ及び連結子会社の平成23年11月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

           期報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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